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中 川 清 


1. クリ オー ジョ と は 


スペ イン 語 の クリ オー リョ criollo は 、 南 米 で は クリ オー ジョ と 発音 さ 

る 。 英語 で は creole で あり 、 フ ラン ス 語 で は creole で ある が 、 我が国 で は 「 ク 
レオ ー ル 」 と 片仮名 表記 され て いる 。 南米 アメ リカ 大 陸 で は 広く 用 いら れ て 
いる 言葉 で ある が 、 我 々 日 本 人 に は 、 そ の 意味 を 正しく 理解 する の に 、 い さ 
さか の も どか し さ を 感 じ さ せる 記号 で ある 。 

先頃 物故 し た 安部 公房 は 、 海 外 に お いて 高い ぃ 評価 を 得 て い た 作家 で ある 
が 、 晩年 の 数 年 間 、「 ク レオ ー ル 」 に 強い 関心 を 抱い て いた こと は 良く 知ら れ 
て いる 。 常に 前 衛 的 で あっ た この 作家 に と っ て 、「 異 文化 が 接触 し た 結果 に 生 
成す る 新 言語 」 と し て の クレ オー ル が 、 興 味 の 対 象 と な っ て いた 。『 世 界 』 
1987 年 4 月 号 に は 、「 ク レオ ー ル の 魂 」 が 掲載 さん れ て いる が 、 安部 公房 は その 
骨頭 部 で 次 の よう に 記し て いる が 、 ク レオ ー ル に 対す る 関心 の 始ま り を 示す 
も の で ある 。 

< 翻 訳 物 の 推理 小説 を 読ん で いた ら 面 白い 表現 に ぶつ か っ た 。「 中 南米 出身 
の 白人 が 好 せ クレ オー ル 料 理 」 と いう の で ある 。 ク レオ ー ル と いう 言語 学 
用 語 が 、 ま さか 料理 と 結び つく と は 思わ な か っ た 。 土着 の ゲテモノ 料理 く 

らい の 意味 で 使わ れん た の だ ろう か 。> 

それ まで の 安部 公房 は 、「 ク レオ ー ル 」 と いう 記号 を 「 言 語学 用 語 」 と し て 
把握 し て いた 。 言 語学 特に 言語 生成 の 研究 者 に と っ て 、 例 えば ハイ チ に お け 
る フラ ンス 語系 クレ オー ル 語 は 、 た し か に 興味 の ある 対象 で あや る 。 そ うし た 
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理解 か ら す れ ば 、「 ク レオ ー ル 料理 」 な ど と は 、 ま こと に 意外 な 存在 で あろ 
う 。 

と ころ で 、 日 本 に 到着 する 13 年 前 の ラテ フカ デ ィ オ ・ ハ ー ン は 新聞 記者 と し 
て ニュ ー・ オ ルリ ンズ に 住ん で いた が 、 そ の 頃 の ニュ ー・ オ ルリ ンズ は フラ 
ンス 系 クレ オー ル の 色彩 が 濃厚 で あっ た 。 ブ ー ド ッ ー の 影響 を 受け た 黒人 達 
の 宗教 や 、 フ ラン ス 系 クレ オー ル 語 に 強い 関心 を 寄せ て いた ハー ン は 、1884 
年 『 ラ ・ ク ジー ヌ ・ ク レオ ー ル 』 の 題名 で 、 ク レオ ー ル 料理 に 関す る 解説 書 
を 出版 し て いる 。 当 時 の ルイ ジア ナ 州 に お ける 代表 的 な クレ オー ル 料 理 は 、 
トマ ト や ピー マン が た っ ぷり 入っ た コメ 料理 や 、 コ メ で 作っ た プディング 状 
の デザ ー ト な ど 、 コ メ を 使っ た 料理 が 少く な か っ た 。 

中 南米 各国 に は 、 そ れ ぞ れ の 土地 の クリ オー ジョ 料理 cocina criolla と 呼ば 
れる 素朴 な 郷土 料理 が 伝え られ て いる 。 前述 の よう に コメ を 使っ た 料理 が 多 
い ゅ い の は 、 南 欧 食 文 化 の 影響 で あろ うか 。 

クリ オー ジョ 料理 は 、 そ れ ぞ れ の 国 に お いて 微妙 な 味付け の 変化 が ある も 
の の 、 コ メ や アズ キ 、 マ ン デ ィ オ カ あ る い は ユカ と いわ れる イモ の 一 種 な 
ど 、 い わ ば 共通 の 食材 が 使わ れる こと が 少く な い 。 ど と と な く ア フリ カ の 影 
響 が 感じ られ る の も 、 ク リオ ー ジ ョ 料理 の 特徴 で ある 。 

クリ オー ジョ 料理 の 説明 に 筆 を と られ て し まっ た が 、 以 下 の 稿 で は 、 ス ペ 
イン 語系 クレ オー ル を クリ オー ジョ (又は クリ オー リョ )、 フランス語 系 の 場 
合 に は クレ オー ル 、 甘 語系 の 場合 に は クリ オー ル と 、 そ れ ぞ れ 識 別して 表記 
する こと を 原則 と し た 。 


2. クリ オー ジョ に 対す る 理解 


クリ オー ジョ と いう スペ イン 語 に は 、 前 述 の よう に 郷土 料理 を 意味 する 
cocina criolla あ る い は 、「 生粋 (きっ すい ) の 自国 民 」 を 意味 する un buen 
criollo な どの 用 例 が あり 、 地 域 を 限定 する 形容 詞 と し て 用 いら れる こと が 多 
い 。 一 方 、 最近 の 我が国 で は 、「 ク レオ ー ル 」 と いう 言葉 の 歴史 的 な 背景 が 充 
分 に 理解 され な いま ま に 、 あ る 種 の 目新し さき を も っ て クレ オー ル に 対す る 関 
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心 が た か まっ て いる 。 

先頃 、『 越 境 す る 世界 文学 』 (河出 書房 新 社 ) と いう 、 な に や ら 目 新 し げ な 
文学 論集 が 刊行 され て いる が 、 い た る と ころ で 「 ク レオ ー ル 」 と いう 表現 が 
眼 に つく 仕組 み に な っ て いる 。 例 えば 、「 ク レオ ー ル か ら 宇 宙 的 視線 へ 」、 そ 
し て 「 東 北 文学 論 一 植民 地 文 学 あ か ら ク レオ ー ル 文学 へ 」 と いっ た タイ トル 
の 文学 評論 が 収め ゆら れ て いる 。 こ の 「 東 北 文学 論 」 な ど と は 、 本 来 の 意味 の 
クレ オー ル と 、 一 体 ど の よう な 関係 が ある の か と まっ た く 不 可 思 議 で ある 。 
その 一 節 に は 、「 宮沢 賢治 が そう し た よう に 、 富 意 と し て な ぞ っ て みせ る の が 
クレ オー ル 文 学 な の で ある 」 と 書か れ て いる 。 

こと で 扱わ れ て いる 「 ク レオ ー ル 」 と いう 記号 は 、 ど こ か 目新し げ な 言葉 
遊び と し か 思え な い が 、 極 め て 真面目 で 、 初 歩 的 な 知識 し か 持ち 合わ せ て い 
な い 読 者 で あれ ば 、" クレ オー ル 文 学 」 な ど と 、 世 界 文 学 に お ける 新しい 流れ 
が 出現 し た の か と 早合点 する の で は な い だ ろ うか 。 宮沢 賢 治 と クレ オー ル が 
並列 で 論じ られ る と 、「 ク レオ ー ル 」 と は いっ た い ど の よう な 概念 を 持っ て い 
る の か と 、 途 方 に くれ ざる を 得 な い 。 こ うし て 、 文 学 的 な 関心 と し て 「 ク レ 
オー ル 」 を と りあ げ る こと に よっ て 、 本 来 の 歴史 的 ある い は 、 社 会 的 な 背景 
は 全く 無視 され て し まっ て いる 。 

今 か ら 百 年 ほど 前 に 、 ク レオ ー ル 的 な も の に 興味 を 刺激 され て いた ラフ カ 
ディ オ ・ ハ ー ン は 、1890 年 に 「 仏 領 西 イ ンド 諸島 の クレ オー ル 女 」 と いう 文 
章 を 書い て いる 。 更に 、『 仏 領 西 イ ンド 諸島 の 二 年 間 』 を 来 日 間際 に 出版 し て 
ゅ いる が 、 当 時 の 日 本 が 持っ て いた 異国 情緒 に 激しく 刺激 され る 直前 の ハー ン 
は 、「 ク レオ ー ル 性 」 が 持っ て いる ある 種 の 混合 し た 魅力 に 惹か れ て いた 。 

帰化 し て 小泉 八雲 と 名 を 変 た た ハー ン の 数 多く の 著作 を 翻訳 し て いる 平井 
呈 一 は 、「 八 雲 の 小説 」 と いう 文章 を 書い て いる が 、「 ハ ー ン が か ね が ね と く 
に 関心 を 持っ て いた の は 、 黒 人 より も 血液 の 複雑 な クリ オー ル 人 で あり まし 
た 」 と 解説 し て いる 。「 ク リオ ー ル 人 」 と いう の も 奇妙 な 表現 で ある が 、 平井 
氏 は 、 ク レオ ー ル を 人 種 的 に 特別 な 存在 と し て 理解 し て いる よう で ある 。 し 
か し な が ら 、 黒 人 で あれ 白人 で あれ 、 あ る い は 白人 と 黒人 の 混血 で ある こと 
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に 関係 な く 、 ア メリ カ 「 新 」 大 陸 で 生ま れ た の で あれ ば 、 す べ て クレ オー ル 
(ある い は クリ オー ジョ ) で ある の が 、「 ク レオ ー ル 」 本 来 の 定義 で ある 。 

前 述 の 安部 公房 氏 に よる クレ オー ル の 認識 と は 別に 、 文 化 人 類 学 の 見 地 か 
ら ク レオ ー ル を 理解 し よう と する 試み も 盛ん で ある 。 例 えば 、 文 化 人 類 学 者 
今福 龍太 の 『 ク レオ ー ル 主義 』 (青土 社 ) に は 、“The Heterology of 
Culture” と いう サブ ・ タ イト ル が つけ られ て いる 。 文化 人 類 学 的 に 見 れ ば 、 
クレ オー ル と いう 存在 は 、 文化 の 異質 構造 」 を 持ち 合わ せ て いる こと に な る 
の だ ろう 。 


これ まで の 稿 で は 、 我 が 国 に お ける クレ オー ル に 対す る 理解 に つい て 考え 
て みた が 、 ク レオ ー ル の 附 随 的 な 側面 に 関す る 理解 が 先走っ て し まっ て 、 ク 
レオ ー ル 本 来 の 意味 が 明確 に 理解 され て いな いよ うに 思わ れる 。 そ の た め 、 
クレ オー ル に 対す る 考え 方 が か えっ て 複雑 こ な っ て お り 、 ク レオ ー ル が な に 
や ら 神 秘 的 な 存在 に な っ て いる 。 ス ペイ ン 植 民 地 時 代 以 降 の クリ オー ジョ ン 
の 存在 を 明確 に 把握 する と いう 、 本 来 の 理解 方 法 が 欠落 し て いる よう で あ 
る 。 

以下 の 稿 で は 、 ラ テン ・ ア メリ カ 史 に お ける クリ オー ジョ の 存在 と 、 彼 等 
の 意識 に つい て 考え る こと に し た い 。 


3 . クリ オー ジョ の 由来 


クリ オー リョ (又は クリ オー ジョ ) と いう スペ イン 語 が 文献 史料 に 現れ る 
よう に な っ た の は 、1963 年 頃 と いわ れ て いる 。 元 来 、 ク リオ ー ジ ョ と は 、16 
世紀 後半 以降 の 新大陸 で 生ま れ た スペ イン 人 を 指し て いた の だ が 、 そ の うち 
に 新大陸 で 生ま れ た ヨー ロッ パ 人 を 指す よう に な っ た 。 そ し て 、 ク リオ ー 
ジョ の 対極 に あっ て 、 新 大 陸 の スペ イン 植民 領 に お ける 政治 的 支配 者 層 を 形 
成 し て いた の が 、 本 国 か ら 派 遣 きれ て 来 た ス ペイ ン 人 で ある が 、 彼 等 は ペ ニ 
ンス ラー ル (イベ リア 半島 人 」 の 意味 ) と 呼ば れ て いた 。 

クリ オー ジョ の 語源 に 関し て は 、 ラ テン 語 の creare に 由来 する と 考え られ 
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て いる 。「 生 む 、 創造 する 」 を 意味 する この ラテ ン 語 は 、 英語 の create の 語源 
で ある 。 元 来 、 ア フリ カ か ら 連 れ て 来 ら れ た 黒人 奴隷 が 、 ブ ラジ ル で 生ま れ 
た 子供 に 対し て 用 いら れ て いた ポル ト ガ ル 語 の クリ オッ ロワ ロ crioulo が 、 ス ペイ 
ン 語 の criollo と な り 、 英 語 の creole と な っ た と 言わ れ て ぃ る 。 その 後 、 西 イン 
ド 諸 島 や アメ リカ 大 陸 に お いて 、 ク リオ ー ジ ョ は 、 白 人 、 黒 人 と も に 現地 
で 生ま れ た 人 」 を 指す よう に な っ て いる 。 

研究 社 『 新 英和 大 辞典 』(1980 年 初版 ) に よれ ば 、creole と いう 語 芝 が 、 ポ 
ルト ガル 語 か ら ス ペイ ン 語 、 そ し て フラ ンス 語 を 経由 し て 英語 に と り 入 れ ら 
れ た 年 代 を 1604 年 と し て いる 。 と すれ ば 、 ス ペイ ン 語 の 史料 に クリ オー リョ 
(クリ オー ジョ ) と いう 言葉 が 見 られ る よう に な っ て か ら 40 年 を 経過 し た 時 点 
で 、 英 語 の 文献 に 初出 し た こと に な る 。 こ の 40 年 と いう 時 間 は 、 当 時 の 状況 
を 考え る と 意外 に 早い 伝播 と 言え る の で は な い だ ろ うか 。 

つい で に 手許 に ある スペ イン 語 辞典 によって 、 クリ オー リョ の 語義 を 調べ 
て みよ う 。 

“Diccionario Manual” と し て 知ら れる スペ イン 王立 アカ デミ ア 編 『 絵 入 
り マ ニュ アル ・ ス ペイ ン 語 辞典 」 で は 、 ク リオ ー リ ョ の 語義 を 次 の よう に 説 
明 し て いる 。 ・ 
(1) ヨー ロッ パ 人 を 両親 と し て 、 ヨ ー ロ ッ パ 以外 の 土地 で 生ま れ た ヨー ロッ 
パパ 系 の 子供 達 。 
(2) アメ リカ 大 陸 で 生ま れ た 黒人 。 ア フリ カ か ら 連 れ て 来 ら れ た 黒人 の 対極 

に 位置 する 黒人 。 
(3) ヨー ロッ パ 人 の 子孫 で ある 南北 アメ リカ 人 。 
(4) 南北 アメ リカ 諸国 固有 の 事物 ある い は 習慣 。 


この アカ デミ ア 辞 典 と と も に 、 手 軽 な スペ イン 語 辞 典 と し て 知ら れる 『 ラ 
ルー ス 絵 入り 小 辞 典 』 (Pegueno Larouse IIustrado) で は 、 次 の よう だ 定義 
され て いる 。 

(1) 植民 地 生ま れ の 上 人 及び 、 ア メリ カ 大 陸生 まれ の スペ イン 人 。 
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(2) アメ リカ 大 陸生 まれ の 黒人 。 

(3) アメ リカ 大 陸 に お いて は 、 外 国産 と 区 別して 、 自 国産 の 動植物 な ど を 指 
す 。 例 えば 、 カ バー ジョ ・ ク リオ ー ジ ョ (自国 産 の 馬 )、 パ ン ・ ク リオ ー 
ジョ (自国 製 あ る い は 自国 風 の パン ) な ど 。 

(4) クレ オー ル 語 。 ヨ ー ロ ッ パ 語 か ら 派 生 し 、 有 色 人 種 に よっ て 使用 され て 
いる 方 言 。 ヨ ー ロ ッ パ 語 の 語 茎 を 使用 に て いる が 、 文 法 的 に は 融通 無 宴 で 
ある (後略 )。 も 


以上 は いずれ も スペ イン 語 原 文 の 抽 訳 で ある が 、 ク リオ ー リ ョ と いう スペ 
イン 語 の 対象 と な て いる 人 種 的 ある い は 社会 的 階層 の 変遷 並び に 、 そ の 拡 が 
り を 簡明 に 示し て いる と 言え る だ ろう 。 


4. クリ オー ジョ の 形成 


イン ディ オ と 呼ば れる 先住 民族 を 除い て 、「 新 大 陸 」 の 南北 で 生ま れ た 者 
は 、 白 人 で あれ 黒人 で あれ 、 す べ て クリ オー ジョ と し て 位置 づけ られ る の が 
広義 の 解釈 で ある 。 し か し な が ら 、 植 民 地 時 代 の 新大陸 に あっ て 中 間 階 層 を 
形成 し て いっ た の は 白人 クリ オー ジョ で あり 、 黒 人 クリ オー ジョ は 疎外 され 
る こと に な る 。 

「 ペ ニン スラ ー ル 」 と 呼ば れ た 白人 支配 者 層 が クリ オー ジョ の 対極 に ある 
こと は 既に 触れ た 通り で ある 。 更に 、 ス ペイ ン あ る い は ヨー ロッ パパ 各地 か ら 
新大陸 か ら の 新た な 移住 者 達 は チャ ペ ト ン chapetGn と 呼ば れん て いた が 、 そ の 
まま 新大陸 に 住み つい た 連中 は 、 や が て 白人 クリ オー ジョ 階層 に 組み 入れ ら 
れ て いっ た 。 円 人 クリ オー ジョ は 、 植 民 地 社会 に お ける 新興 市 民 階級 を 形成 
する と と も に 、 韻 裕 階 層 の 一 部 を 形成 する よう に な っ た が 、 黒 人 の クリ オー 
ジョ が 奴隷 の 地位 か ら 解 放さ きれ る た め に は 、19 世 紀 半 ば 頃 ま で 待た ね ば な ら 
な か っ た 。 

放 隷 禁 止 令 が 実施 きれ た 19 世 紀 半 ば 以前 の フラ ンス 領 西 イン ド 諸 島 で は 、 
アフ リカ 生ま れ の 黒人 奴隷 に 対し て 、 島 で 生ま れ た 黒人 達 は ネ グ ル ・ ク レ 
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オォ オール negre creole と 呼ば れ て いた 。 そし て 、 現 地 生ま れ の 白人 達 は ブラ ン ・ 
クレ オー ル blanc creole で ある 。 同じ クレ オー ル で あっ て も 、 白 人 と 黒人 の 社 
会 的 役割 が 厳然 と 区 別 き され て いた こと は いう まで も な い 。 

同じ 語源 を 持つ 記号 が 、 ス ペイ ン 語 、 ポ ルト ガル 語 あ る い は フラ ンス 語 に 
よっ て 少し づつ 発音 が 異な る よう に 、 カ リブ 海域 を 含め た 南北 アメ リカ 大 隊 
の 地域 に よっ て 、 ク リオ ー ジ ョ と いう 言葉 の 対象 と な る 社会 階層 に も 、 若 干 
の 相違 が 見 られ る 。 ブ ラジ ル で は 、 黒 人 の 子孫 達 が ポル ト ガ ル 語 で クリ オウ 
ロ crioulo と 呼ば れ て いた 。 そ し て 、 スペ イン 植民 地 に お いて 独立 運動 を すす 
め て いっ た の は 、 ス ペイ ン 人 植民 者 の 子孫 を 中 心 に 、 ス ペイ ン 語 で クリ オー 
ジョ criollo と 呼ば れる 階層 で ある 。 

北米 大 陸 に お いて は 、 元 来 、 ル イジ アナ 州 に 移住 し て 来 を フラ ンス 人 移民 
の 子孫 に 対し て 、 フ ラン ス 語 の クレ オー ル creole と いう 言葉 が 使わ ん れ て いた 。 
や が て 、 メ キシ コ 演 岸 諸 州 に 居住 し て いた スペ イン 及び ポル ト ガ ル 系 移民 に 
対し て も 、 英 語 の クリ オー ル creole が 適用 され る よう に な っ た 。 の ち に は 、 北 
アメ リカ で 生ま れ た 黒人 も クリ オー ル と 呼ば れる よう に な り 、creoles of 
color (有色 クリ オー ル ) と いう 言葉 が 使わ れ て いる 。 特殊 な 例 と し て は 、 古 
い 時 代 の アラ スカ で は 、 ロ シア 人 と アメ リカ ・ イ ン デ ィ オ の 混血 を 祖先 に 
持っ た 人 々 が 、 ク リオ ー ル と 呼ば れ て いた 。 

と ころ で 、 植 民 地 で 生ま れ た クリ オー ジョ 達 が 、 な に か と ヨー ロッ パ の 本 
国人 か ら 茂 視 さ きれ て いた こと を うか が わせ る いく つか の 語法 が ある 。 例 え 
ば 、a la criolla と いう スペ イン 語 の 成 旬 は 、 直 訳す れ ば 「 ク リオ ー ジ ョ 風 
に 」 と 言う こと に な る が 、「 形 式 ば ら ず に 」、「 気 どら ず に 」 と いっ た 意味 に 用 
いら れ て いる 。 そ し て 、indolence creole と いう フラ ンス 語 は 、「 植民 地 生ま 
れ の 白人 の 無精 さ 」 を 意味 し て いる 。 


5. クリ オー ジョ の 意識 


クリ オー ジョ と いう 用 語 が 、 人 種 的 に 混血 し た 存在 を 意味 する も の で な い 
こと は 、 こ れ ま で の 説明 で 充分 で あろ う 。 し か し な が ら 、 ク リオ ー ジ ョ と 呼 
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ば れる 人 々 が 、 精 神 面 に お いて ある 種 の 混血 的 要素 を 持ち 合わ せ て いる こと 
は 否定 出来 な い ぃ い 。 そ し て 、 ク リオ ー ジ ョ の 意識 と し て は 、 常 に 白人 優位 で あ 
る と と も に 、 ヨ ー ロ ッ パ へ の 憧 慢 は 抜き 難い も の と な っ て いた 。 

植民 地 に お ける クリ オー ジョ 達 は 、 先 住民 族 で ある イン ディ オ あ る い は 、 
アフ リカ 大 陸 か ら 送 り 込ま れ て 来 た 黒 人 に 対し て は 優位 な 立場 に あっ た 。 し 
か し な が ら 、 本 国 か ら 派遣 され て 来 た 植民 地 行 政官 な どの 支配 者 層 に 対し て 
は 被 支配 者 の 立場 に 立た ざる を 得 な いと いう 二 重 構造 を 余儀 な くさ れ て い 
だ ぁ 

クリ オー ジョ 達 は また 、 新 大 陸 の 居住 者 と し て の 独自 性 を 自覚 する と と も 
に 、 本 国 の 支配 に 対し て 被 抑圧 者 で ある こと を 強く 意識 する よう に な り 、 や 
が て 独立 運動 へ の 参加 に つなが っ て ゆく よう に な っ た 。 その 一 方 で は 、 ヨ ー 
ロッ パ の 精神 文化 及び 物質 文明 に 対す る 憧れ は 否定 し 難い も の と な っ て い 
た 。 こ うし て 、 白 人 クリ オー ジョ の 意識 の 底 に は 、 あ る 種 の アン ビバ レス 
( 二 つ の 異 っ た 感情 の 共存 ) が 根 づ く よう に な っ て いた と 言え る だ ろう 。 

や が て 、 独 立 運動 と いう 具体 的 な 行動 に 際 し て は 、 こ うし た アン ビバ レン 
ス も 、 単 な る 意識 の 中 に と ど ま っ て いる こと は 許さ れ な か っ た 。 そ れ は 、 多 
く の ク リオ ー ジ ョ に と っ て 、 植 民 地 支 配 へ の 抵抗 ある い は 宗主国 へ の 同化 と 
いう 、 両 極 に 分 化し た 行動 の いずれ か を 択 一 せ ざ る を 得 な い 状 況 で あっ た 。 

ここ で は 一 つの 例 と し て 、 米 西 戦争 当時 の キュ ー バ に お ける クリ オー ジョ 
送 の 対応 に つい て 考え て みた い 。 キュ ー バ 空軍 政治 局 編 『 キ ュー バ 史 』 
(Historia de Cuba) に は , 米 西 戦争 に お ける 両 軍 の 兵力 が 、 次 の よう に 記さ 
れ て いる 。 


スペ イン 軍 
正規 軍 19 万 人 
スペ イン 人 義勇 軍 Voluntarios 4 万 人 
キュ ー バ 人 非 正規 軍 Guerrilleros 3 万 人 


] 合計 36 万 人 
キュ ー パ 独立 軍 及 び ア メリ ヵ 合 衆 国軍 
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キュ ー バ 独立 軍 9 万 4 千 人 
アメ リカ 合衆国 軍 2 万 人 
合計 7 万 4 千 人 


Voluntarios と は 、 義勇 兵 を 意味 する スペ イン 語 で ある が 、 本 国 に 帰属 し て 
いる スペ イン 人 義勇 兵 に 対し て の み 用 いら れ て いた 。 そ し て 、 現 在 で は いわ 
ゆる 「 ゲ リラ 兵士 」 あ る い は 「 非 正規 軍兵 士 」 の 意味 で 用 いら れる スペ イン 
語 Guerrilleros が 、 現地 の 白人 クリ オー ジョ に よっ て 編成 され た 義勇 軍 ( 非 正 
規 軍 ) に 対し て 用 いら れ て いた 。 ス ペイ ン 軍 の 側 に 立つ 同じ 義勇 軍 で あっ て 
も 、 ス ペイ ン 人 と 白人 クリ オー ジョ は 厳然 と 識別 され て いた の で ある 。 

スペ イン 軍 に 味方 する クリ オー ジョ 「 義 勇 軍 」 は 極め て 排他 的 で あり 、 白 
人 クリ オー ジョ の 参加 だ けが 認め られ て いた 。 一 方 、 マ ン ビ ー セ ス mambises 
と 呼ば れ て いた キュ ー バ 独立 軍 を 構成 し て いた の は 、 そ の 主力 は 白人 クリ 
ォ オー ジョ で あっ た が 、 白 人 と 黒人 の 混血 で ある ムラ ー ト ある い は 、 黒 人 達 も 
また 独立 軍兵 士 で あっ た 。 

と ころ で 、 数 の 上 で は 圧倒 的 に 多数 で ある スペ イン 軍 が 敗退 し た 最大 の 理 
由 は 、 米 軍 及 び キ ュー バ 軍 の 兵力 配置 が キュ ー バ 東部 に 集中 し て いた こと に 
よる も の で ある 。 キ ュー バ に お ける 米 西 戦争 の 主戦 場 は 、 こ の 島 の 東部 で 展 
開 さ れ た が 、 そ こ は ま た 人 口 に 占め る 黒人 の 比率 が 大 き な 地 域 で も ある 。 ム 
ラー ト と 呼ば れる 黒人 と 白人 の 混血 ある い は 黒人 まで も 吸収 し て いた 独立 軍 
が 、 戦 場 と な っ た 土地 の 事情 に 熟知 し て いた こと は いう まで も な い 。 


旧 宗 主 国 か ら の 独立 を 達成 する 時 期 に あっ て は 、 ク リオ ー ジ ョ (特に 白人 
クリ オー ジョ ) に は 、 ク リオ ー ジ ョ と し て の アイ デン ティ ティ ー が 強く 意識 
され て いた だ ろう 。 新大陸 の 植民 地 に お ける クリ オー ジョ の 存在 そし て 、18 
世紀 末 ヨ ー ロ ッ パ の 新しい 政治 思想 に 刺激 され た クリ オー ジョ の 知識 階級 及 
び 、 彼 等 を 支持 し て いた 社会 階層 は 、 中 南米 各地 に お ける 独立 運動 の 中 心 勢 
力 と な っ て いっ た 。 し か し な が ら 、 旧 植民 地 が 独立 し て 近代 国家 を 形成 し て 
ゆく に つれ で 、 ク リオ ー ジ ョ と し て 総称 きれ て いた 社会 階層 も 、 そ れ ぞ れ の 
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国家 に 帰属 する 国民 と な っ て し まっ た 。 

と ころ で 、 独 立 当 時 の クリ オー ジョ 達 の すべ て が 共和 制 を 志向 し て いた わ 
け で は な い 。 ラ ・ プ ラー タ 地 方 の クリ オー ジョ 達 は 、1810 年 5 月 、 ラ ・ プ ラ 
夕 副 王 を 辞任 きせ る と と も に 、 ブ エ ノ ス ・ ア イレ ス 政 務 委 員 会 を 設立 し て ぃ 
る 。 こ の 時 、 ク リオ ー ジ ョ の 指導 者 達 の 間 で は 、 独 立 後に 王制 を 採用 する か 
ある い は 、 共 和 制 へ 移行 する か で 意見 が 分 か れ て いた 。 王制 を 採用 する 場合 
に は 、 ヨ ー ロ ッ パ の いずれ か の 王族 か ら 王 を 迎え る こと が 考え られ て いた 。 
政治 体制 に 関し て 彼 等 の 間 で み ら れ た 意見 の 対立 は 、 ク リオ ー ジ ョ 達 の 意識 
の 多様 性 の 一 面 を 示し て いる と いえ る だ ろう 。 

独立 運動 当時 に あっ て は 、 ナ ショ ナリ ズム の た か まり と 結び つい て いた ク 
リオ ー ジ ョ 意識 が 、 独 立 の 達成 と と も に 大 きく 変化 し て いっ た こと は 既に 指 
摘 し た 通り で ある 。 ラ テン ・ ア メリ カ に お ける スペ イン 系 クリ オー ジョ と し 
て の 共通 性 は 、 近 代 国 家 に お ける 国民 へ と 個別 化し て いっ た の で ある 。 現在 
に お ける クリ オー ジョ と いう 記号 は 、 「 土 着 の 」 ある い は 「 郷 土 風 の 」 と いっ 
た 程度 の 意味 合い で 使用 きれ る こと が 多い 。 歴史 的 ある い は 社会 階層 的 な 存 
在 を 対象 と し て いた 「 ク リオ ー ジ ョ 」 と いう 呼称 も や 、 コ シー ナ ・ ク リオ ー 
ジャ (郷土 料理 ) な ど と 、 形 容 詞 的 機能 を 持っ た 記号 に 変っ て し まっ た と い 
える だ ろう 。 


6. クリ オー ジョ と 先住 民族 


18 世 紀 末 に お ける スペ イン 領 新大陸 の 総 人 口 と 、 そ の 人 種 的 ある い は 社会 
人 口 的 構成 を 示す 数 字 に つい て は 、 さ ま ざ ま な 推定 が され て いる 。 勿論 、 い 
ずれ も 正確 を 期し 難い が 、 こ こ で は 一 つの 指標 と し て 、 寺 田 和 内 『 イ ンカ の 
反乱 』 (思索 社 ) に 記載 され て いる 数 字 を 借用 きせ て いた だ く 。 

先ず 、18 世 紀 示 に お ける 新大陸 スペ イン 植民 地 の 総 人 口 が 1,610 万 人 と 推定 
され て いる 。 そ し て 、 次 の よう な 人 口 構成 が 算定 され て いる 。 

人 口 構成 比 
スペ イン 人 30 万 人 2% 
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白人 クリ オー ジョ 300 万 人 19% 
混血 (メス ティ ー ソ ) 500 万 人 31% 
イン ディ オ 700 万 人 43% 
黒人 80 万 人 5 % 


支配 者 階層 を 形成 し て いた スペ イン 人 は 、 全 人 口 の 僅か 2 パー セン ト を 占 
め て いた の に 過ぎ な い の だ が 、 植 民 地 行政 組織 、 教 会 ある い は 、 経 済 そ し て 
軍隊 な どの あら め ゆる 社会 組織 を 通じ て 支配 体制 を 確立 し て いた 。19 世 紀 に 
入っ て か ら は 、 白 人 クリ オー ジョ を 中 心 に 植民 地 体制 か ら の 脱却 が 達成 され 
る こと に な る の だ が 、18 世 紀 末 に お ける 人 口 の 社会 構成 比 を 考え ん れ ば 、 新 大 
陸 の 各地 に お いて 独立 の 気運 が た か まっ て いっ た の は 当然 と いえ る だ ろう 。 

と ころ で 、1780 年 に ペル ー 副 王 領 で 端 を 発し た トゥ パク ・ ア マル の 反乱 
は 、 イ ン デ ィ オ の 大 規模 な 反乱 と し て 知ら れ て いる 。 二 年間 に わた っ た 原 住 
民族 の 蜂起 は 、 新 グラ ナダ 副 王 領 そ を し て ラ ・ プ ラ タ 副 王 領 の 一 部 に まで 濾 及 
し て いる 。 現在 の ペル ー に トゥ パク ・ ア マル 草 命 運動 (MRTA) を 名 乗る 反 
政府 グル ー プ が 存在 する の は 、 ラ テン ・ ア メリ カ に お ける 先住 民族 の 抵抗 の 
歴史 が 今日 に 至る 迄 も 記憶 きれ て いる こと を 示し て いる 。 

1770 年 代 終り 頃 の ペル ー 副 王 領 で は 、 ト ゥ パク ・ ア マル に 代表 され る イン 
ディ オ の 反乱 と 、 ク リオ ー ジ ョ の 反乱 が 相 前 後 し て 互い に 触発 し 合う 関係 に 
あっ た 。 そ の 当時 、 白 人 クリ オー ジョ を 中 心 と する 小 規模 な 反乱 が 各地 で 頻 
発し て いた が 、 ト ゥ パク ・ ア マル の 反乱 は 、 こ うし た 状況 を 背景 に 大 き な 拡 
が り を 見 せる こと に な っ た 。 

現在 の ボリ ビア 国内 に ある オル ー ロ 市 で 勃発 し た 反乱 は 、 白 人 クリ オー 
ジョ が 首謀 者 で あり 、 そ の 中 心 勢 力 で あっ た が 、 イ ン デ ィ オ と 手 を 結ぶ こと 
な く 、 ス ペイ ン 軍 に よっ て 圧迫 され て し まっ た 。 折角 の クリ オー ジョ の 反乱 
も 、 数 の 上 で は 絶対 的 な 優位 に 立つ 先住 民族 と 有効 に 連合 し 得 な か っ た た 
め 、 ス ペイ ン 本 国 を 代表 する 支配 体制 を 打破 し 得 な か っ た の は 当然 の 帰結 で 
あっ た 。 
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ラテ ン ・ ア メリ カ 各 国 の 独立 と と も に 、 白 人 クリ オー ジョ を 新た な 支配 者 
階級 と する 近代 国家 が 成立 し 、 イ ン デ ィ オ も また 国民 の 一 部 を 構成 する こと 
に な っ た 。 し か し な が ら 、 大 部 分 の イン ディ オ 達 が 社会 階層 の 底辺 の 位置 に 
甘んじ ざる を 得 な か っ た の は 、 植 民 地 時 代 と ほとん ど 変 り が な か っ た 。 

と ころ で 、 先頃 出版 され た 『 先 住民 族 イ ンカ の 抵抗 五 百 年 史 』( 新 泉 社 ) の 
著者 ソワン カー ル は 、 ケ スワ (ケチ ェ ュ ワ ) 人 ラミ ー ロ ・ レ イナ ー ガ ・ ブ ル ゴ ー 
ア の 筆名 で ある 。 ス ペイ ン 人 そし て 白人 クリ オー ジョ に 対す る 先住 民族 イン 
カ の 抵抗 の 歴史 を 詳 述 し た この 本 は 、 ク リオ ー ジ ョ に 対す る 先住 民族 の 主張 
に よっ て 裏付け られ て いる 。 改め て 言う まで も な い が 、 先 住民 族 か ら 見 れ 
ば 、 白 人 クリ オー ジョ も また 、 ス ペイ ン 人 と 同列 の 外国 人 支配 者 な の で あ 
る 。 

今日 の 南北 アメ リカ 大 陸 は 、 い くつ も に 分 割 さ きれ 、 白 人 クリ オー ジョ に 
よっ て 支配 され る 共和 国 群 で ある 。 第 二 次 大 戦後 、 ア ジア 及び アフ リカ 大 陸 
の 数 多く の 旧 植 民 地 が 独立 し 、 白 人 勢力 は 駆逐 され た 。 し か し な が ら 、19 世 
紀 半 ば 頃 を 中 心 に 、 植 民 地 支配 を 逃れ た ラテ ン ・ ア メリ カ で は 、 白 人 クリ 
オー ジョ が 新た 支配 者 層 を 形成 し 、 先 住民 族 は 社会 の 底辺 に 埋没 し て し まっ 
な た 。 

と と さら に 「 国 際 先住 民 年 」 が 制定 され て いる 現在 の ラテ ン ・ ア メリ カ に 
お いて は 、 ク リオ ー ジ ョ の 存在 が 意識 され な く な っ た の と は 対照 的 に 、 イ ン 
ディ ヘナ indigena の 名 で 総称 され る 先住 民族 の 意識 が 高まり を 見 せ て いる 。 


7. クレオール の 女 達 
ーー ヨー ロッ パ 人 が 見 た クレ オー ル 


19 世 紀 の フ ラン ス で は 、 二 人 の クレ オー ル 女 が 歴史 に 名 を 残し て いる が 、 
彼女 等 は 魅力 的 な クレ オー ル で あっ た 。 
(1) 皇后 に な っ た クレ オォ オール 

ナポレオン ・ ボ ナパ ルト の 妃 と な っ た ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 、 マ ル テ ィ ニ ッ ク 
島 で 生ま れ た クレ オー ル の 女 で ある 。 ナ ポレ オン を めぐ る 虚実 と り ま ぜ た 無 
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数 の エピ ソー ド の 中 に は 、 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ に 関す る 挿話 が 少く な い が 、 ク レ 
オー ル と し て の 彼女 の 側面 は 余り 伝え られ て いな い 。18 世 紀 後 半 に お ける フ 
ラン ス 系 の クレ オー ル が どの よう な 存在 で あっ た か 、 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ を 通し 
て 考え て みた い 。 

ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 、 マ ル テ ィ ニ ッ ク 島 の 県 都 フ ォ ー ル ・ ド ・ フ ラン ス ( マ 
ル テ ィ ニ ッ ク は 現在 も フラ ンス の 海外 県 で ある ) に 近い 農園 で 生ま れ て い 
る 。 父 方 の タッ シュ ・ ド ・ ラ ・ パ シェ リ 家 は フラ ンス の 下級 貴族 で あり 、 
1726 年 、 彼 女 の 祖父 の 時 代 に この 島 に 移住 し て 来 て いる 。 母方 も また フラ ン 
ス 貴 族 で ある が 、 父 方 の 家族 より も 早い 時 期 か ら こ の 土地 に 住み つい て い 
た 。 

少女 時 代 の ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 、 プ ロ ヴ ィ ダ ンス 修道 女 会 が 経営 する 島 の 女 
学校 で 教育 を 受け て いた が 、 成 長 し た 彼女 は マル ティ ニッ ク の 社交 界 (と 
いっ て も フラ ンス 人 クレ オー ル の 社会 ) で 目立っ た 存在 に な っ て いっ た 。 生 
涯 を 通じ て ジョ ゼ フ ィ ー ヌ が 身 に つけ て いた 官能 的 な 魅力 は 、 カ リブ 海洋 
ぶ こ の 島 の 熱帯 の 気候 に よっ て 育ま れ た も の と いわ れ て いる 。 

ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 、16 歳 の 時 に 初め て フラ ンス の 土 を 踏ん で いる 。 当時 の 
上 流 階 級 の クレ オー ル の 若い 女 達 び が そう で あっ た よう に 、 そ の 目的 は 結婚 の 
た めで ある 。 彼女 の 夫 と な っ た アレ クサ ンド ル ・ ド ・ ボ ア ネ ル 子爵 も 、 マ ル 
ティ ニッ ク 生 まれ の 軍人 で ある 。 彼 の 父 ボ ポア ネル 侯爵 は 、 か つて 仏 領 西 イ ン 
ド 諸 島 の 総督 を 務め た こと が あり 、 人 息子 の ボア ネル 子爵 は 5 歳 の 頃 ま で マル 
ティ ニッ ク に 住ん で いた 。 

フラ ンス 革命 の 混乱 の な か で 夫 の ボア ネル 将軍 は 処刑 され 、 ジ ョ ゼ フ ィ ー 
ヌ は 32 歳 で 未亡人 と な っ て し まっ た 。 恐 休 時 代 の 反動 と し て 到来 し た 享楽 的 
な 世情 の 中 で 、 パ リ の 社交 界 で 知ら れる よう に な っ た ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 、「 淫 
薄 な クレ オー ル 女 」 と いう 好ま し く な い 評 価 を 受け て いた 。 カ リブ の 島 で 
育っ た 彼女 は 情熱 的 な 印象 を 与え る と と も に 、 何 か に つけ て 挑発 的 と 見 られ 
て いた 。「R (エル ) の 音 を ほとん ど 響 か せな い ク レオ ー ル 特有 の 喋り 方 が 、 
彼女 の 最も 大 き な 魅 力 の 一 つ に な っ て いた 」 と 、 伝 記 作家 ジャ ッ ク ・ ジ ャ ン 
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サン は 記し て いる (『 恋 する ジョ ゼ フ ィ ー ヌ 』 中 央 公論 社 )。 

若き 将軍 ナポレオン ・ ボ ナ バ ル ト と 知り 合っ た ジョ ゼ フ ィ ー ヌ は 、 や が て 
皇后 の 地位 を 手 に 入れ る の だ が 、 ナ ポレ オン の 心 を と ちら えた の は 「 ク レオ ー 
ル の 女 」 の 魅力 に よる も の だ と 取 沙 汰 され て いた 。 そ し て 、 6 歳 も 年 下 の ナ 
ポレ オン か ら 、 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ は いつ も 「 プ ティ ッ ト (可愛 い ) クレ オー 
ル 」 と 呼ば れ て いた 。 
(2) ボー ドレ ー ル の 愛人 

ボー ドレ ー ル の 『 悪 の 華 』 に は 、 デ ュ バ ル 詩 篇 と いわ れる 16 篇 の 詩 が 含ま 
れ て いる が 、 い ずれ も 、 ボ ー ド レー ル の 愛人 で あっ た ジャ ン ヌ ・ デ ュ バ ル を 
主題 に し た 作品 で ある 。 

黒人 と 白人 の 混血 女性 で あり 、「 黒 い ビ ー ナ ス 」 と いわ れ て いた デュ バル の 
経歴 に つい て は 不明 な 点 が 多く 、 そ の 出身 地 に つい て も 諸説 が あっ た 。 そ う 
し た な か で 、 ボ ー ド レー ル 研 究 家 の 一 人 は 、 ジ ャ ン ヌ ・ デ ュ バ ル が 1859 年 に 
入院 し た 施療 病院 の 患者 名 簿 を 検証 し て 、 彼 女 が 1827 年 に サン ト ・ ド ミン ゴ 
に 生ま れ た こと を 明らか に し て いる 。 こ うし た 事実 を 紹介 し た 河 盛 好 蔵 『 パ 
リ の 憂 稀 一 ボー ドレ ー ル と その 時 代 』 (河出 書房 新 社 ) で は 、「 サ ント ・ ド 
ミン ゴ (ドミ ニカ 共和 国 ) 生ま れ 」 と し て いる が 、 こ の 場合 の サン ト ・ ド ミ 
ン ゴ は 、 現 在 の ドミ ニカ 共和 国 の 首都 サン ト ・ ド ミン ゴ に 特定 され る の で は 
な く 、 そ の 頃 、 フ ラン ス 語 で サン ・ ド マン グ と 呼ば れん て いた サン ト ・ ド ミン 
ゴブ 島 (イス パニ ョ ー ラ 島 ) 全体 を 指し て いる と 考え た ほう が 良い だ ろう 。 
新大陸 へ の 進出 に 遅れ た フラ ンス は 、17 世 紀 半 ば 頃 か ら カ リブ 海 地域 に 進 
出し て いる 。1697 年 に イス パニ ョ ー ラ 島 の 西側 三 分 の 一 を スペ イン か ら 割 譲 
され た フラ ンス の 植民 者 達 は 、 ス ペイ ン 語 で サン ト ・ ド ミン ゴ 島 と 呼ば れ て 
ぃ いた この 島 の 名 称 を 、 フ ラン ス 語 風 に サン ・ ド マン グ 島 と 呼び 換え て いた 。 
と ころ が 、 こ の 島 の フラ ンス 植民 領 は 1804 年 に 黒人 共和 国 ハ イチ と し て 独立 
し て いる (実際 に 共和 制 に 移行 する の は 1806 年 以降 で ある )。 更に 、 こ の 島 の 
東部 三 分 の 二 を 占め て いた スペ イン 植民 地 (現在 の ドミ ニカ 共和 国 ) も 、 
1822 年 か ら 22 年 間 に わ た っ て ハイ チ に 領有 きれ て いた 。 
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と も あれ 、 新 大 陸 最 古 の 植民 地 都市 サン ト ・ ド ミン ゴ は 、 ジ ャ ン ヌ ・ デ ュ 
バル が 生ま れ た 当時 に あっ て は 、 ア フリ カ 系 クレ オー ル に よっ て 支配 され て 
いた 。 施療 病院 に 残さ れ て いた 前 出 の 記録 の 内 容 に 間違い が な けれ ば 、 デ ュ 
バル は 、 旧 フラ ンス 植民 地 生ま れ の アフ リカ 系 クレ オー ル の 女 で ある 。 

ボー ドレ ー ル の 友人 で あっ た 詩人 の テオ ドー ル ・ ド ・ バ ン ヴ ィ ル は 、 ジ ャ 
ン ヌ ・ デ ヂ デュバル に つい て 次 の よう に 記し て いる 。 

〈 彼 女 は 非常 に 育 の 高い 混血 の 女 で 、 無 邪気 で 、 浅 黒い 美しい ぃ 顔 を し (中 

略 )、 そ の 物腰 は 女王 の よう で 、 野性 的 な 愛 婚 に あふ れ 、 崇高 で ある と 同時 

に 野獣 の よう な 何 か を 持っ て いた > ( 河 盛 氏 前 掲 書 ) 

時 い 瞳 に 、 も の う げ な 所 作 、 そ し て 混血 女性 らし く エ キ ゾ チッ ク な 「 黒 い 
ビー ナス 」 で あっ た と いう の が 、 ボ ー ド レー ル の 伝記 作家 達 が 描く ジャ ン 
ヌ ・ デ ュ バ ル 像 で ある 。 ま た 、 彼 女 は 冷酷 、 無 情 、 合 欲 で や っ て 愚 鈍 で あ 
り 、 こ の 詩人 を 理解 し よう と せ ず 、 人 性 格 的 に は 欠陥 だ ちら け で あっ た と する 評 
価 が 一 般 的 で ある 。 肉体 と し て は 魅力 的 で ある が 、 知 性 と 教養 に 関し て は 全 
く 無 価値 で ある と いう の が 、 ネ グル ・ ク レオ ー ル (混血 を 含め て 植民 地 生ま 
れ の アフ リカ 系 クレ オー ル を 指す フラ ンス 語 ) に 対す る 、 そ の 頃 の フラ ンス 
人 の 評価 な の で あろ う 。 

詩人 の 名 を 不滅 に し た 「 悪 の 華 』 の 初版 本 を 構成 する 百 騙 ほど の 詩篇 の う 
ち 、 第 二 十 篇 か ら 第 五 十 和 含ま で が 「 恋 愛 詩篇 」 で あり 、 そ の うち の 最初 の 十 
六 篇 の 詩 が ジャ ン ヌ ・ デ ュ バ ル を 主題 に し て いる 。 そ し て 、 そ れ に 続く 九 篇 
の 詩 が 、 デ ュ バ ル の 対極 に あっ て 「 白 い ビ ー ナ ス 」 と も いわ れ て いた サバ 
ティ エ 夫 人 を 主題 に し て いる 。 

サバ ティ エ 夫 人 を 理想 の 女性 と し て 崇拝 し て いた 頃 の ボー ドレ ー ル は 、「 守 
護 の 天使 、 詩 神 、 聖 女 」 と いっ た 賛辞 を 腫 面 も なく サバ ティ エ 夫 人 に 捧げ て 
いる が 、 現 実 の 彼女 は 高級 既 婦 と いえ る 存在 で あっ た よう で ある 。 パ リ の 小 
さ な 劇 場 で 端役 を し て いた ジャ ン ヌ ・ デ ュ バ ル と の 相違 は 、 白 人 と 混血 クレ 
オー ル の 違い で ある に 過ぎ な い 。 と ころ が 、 ジ ャ ン ヌ ・ デ ュ バ ル 詩 和 偽 は 「 肉 
の 愛 」 を 主題 と し て お り 、 サ バテ ィ エ 夫人 詩篇 は 「 魂 の 愛 」 を 歌っ て いる と 
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する の が 、 ボ ー ド レー ル 研 究 家 達 の 定 読 の よう で ある 。 量 后 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ 
の 場合 と 同様 に 、「 ク レオ ー ル の 女 は 官能 的 」 と いっ た ある 種 の 固定 観念 が 作 
用 し て いる の だ ろう 。 

デュ バル 詩篇 に は 、「 下 垢 の 肌 」 を 持っ た 彼 の 愛人 が 生ま れ た だ カリブ の 島 を 
イメ ー ジ させ る よう な いく つか の 詩篇 が 含ま れ て いる が 、 ボ ー ド レー ル は 
ジャ ン ヌ ・ デ ュ バ ル を 次 の よう に 描い て いる 。 

夜 の よう に 褐色 で 鶏 香 と ハバ ナ の 煙草 と の 

まじ っ た 薫り を 放つ 風 変 り な 女神 よ 

(「 欲求 不満 の 女 」 よ り 、 村 上 菊 一 郎 訳 に よる ) 

「 ハ バナ の 煙草 」 と は 、18 世 紀 末 頃 か ら 良 質 の タバ コ と し て ヨー ロッ パ で 
も 知ら れる よう に な っ た キュ ー バ 産 の 葉巻 の こと で あろ う 。 ナ ポレ オン 戦争 
が も た らし た 副産物 と し て 、 葉巻 タバ コ 喫 煙 の 風習 が 18 世 紀 末 か ら 19 世 紀 初 
頭 の ヨー ロッ パ 全 土 に わた っ て 流行 し て いた が 、 元 来 、 カ リブ 海域 に お ける 
黒人 女性 の 間 で は 葉巻 喫煙 の 風習 が あっ た 。 ジ ャ ン ヌ ・ デ ュ バ ル に も 、 こ と こう 
し た 黒人 クレ オー ル の 風習 が 身 に つい て いた の だ ろう 。 

同じ クレ オー ル と いっ て も 、 ジ ョ ゼ フ ィ ー ヌ は フラ ンス 系 の 白人 で あり 、 
ジャ ン ヌ は アフ リカ 系 混血 女性 で ある 。 二 人 の 境 過 に は 大 き な 隔 た り が あっ 
た と こと は いう まで も な い が 、 フ ラン ス で 暮らし て ゆく に は 、 ク レオ ー ル で あ 
る こと を 意識 せ ざ る 場面 が 少く な か っ た だ ろう 。 時 に は 、 ク レオ ー ル で ある 
こと を 、 し た た か に 利用 し て いた か も 知れ な い 。 と も あれ 当時 の フラ ンス の 
男 達 は 、 ク レオ ー ル の 女 に ある 種 の エキ ゾ シ ズム を 感じ て いた こと だ ろう 。 
1887 年 、 仏 領 マ アル ティ ニッ ク 島 を 訪れ た ポー ル ・ ゴ ー ギ ャ ン は 、 輝 く < 風景 
と 鮮やか な 色彩 に 魅せ られ 、 こ の 島 に 5 か 月 間 滞 在 し て 30 点 ほど の 作品 を 描 
いて いる 。 

驚く ほど 美しい クレ オー ル の 娘 が 、 そ の 豊か な 胸 に 当て て 熱帯 の 果実 を 
割っ て くれ た こと 、 ま た 、 こ の 島 で は 「 白 人 達 は 、 つ ぐみ 鳥 の よう に 大 事 に 
され て いる 」 こ と な ど を 、 ゴ ー ギ ャ ン は 妻 へ の 手紙 に 書い て いる 。 そ し て 3 
万 フラ ン の 金 で この 島 の 農園 を 購入 すれ ば 、 毎年 1 万 フラ ン 程 度 の 収入 が 見 
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込ま れ 、 楽 に 生活 が 出来 る と も 書き 送っ て いる 。 
20 世 紀 が 間近 い 頃 に あっ て も 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 達 は 、 ク レオ ー ル の 世界 に 対 
し て この 程度 の 理解 し か 持ち 合せ て いな か っ た の か も 知れ な い 。 


終り に 


これ 迄 の 稿 で は 、 ク リオ ー リ ョ ある い は クレ オー ル と も 呼ば れる クリ オー 
ジョ の 様々 な 側面 に つい て 触れ て 来 た 。 歴史 的 存在 と し て の クリ オー ジョ 
は 、 植 民 地 支 配 者 と 先住 民族 の 中 間 的 存在 と し て 位置 づけ られ る こと に な る 
が 、 そ の 全体 像 は 多面 的 に 把握 され る べき で ある 。 

最近 の 我国 に お いて は ある 種 の 流行 現象 の よう に 、 ク レオ ー ル に 対す る 関 
心 が 表 明 さ れ て いる が 、 既 に 本 稿 で 指摘 し た よう に その 関心 の 向け 方 は 極め 
て 片 寄 っ て いる よう に 思わ れる 。 い わ ば 、 文 化 人 類 学 ある い は 民俗 学 の 視点 
か ら 示 され る 関心 で も っ て 、 い ささ か 物 珍し さき を 追い 求め て いる 感じ が し な 
いで も な い 。 そ し て 、 ラ テン アメ リカ に お ける クリ オー ジョ の 存在 に よっ て 
示さ れる 歴史 的 ・ 社 会 的 多様 性 に 対し て は 、 ほ と ん ど 関 心 が 示 され て いな い 
よう に 思わ れる 。 

も っ と も 、 ク リオ ー ジ ョ の 全体 像 を 解明 し よう と し た 筆者 の 試み も ね いさ さ 
か 力 不足 に 終っ た 感 を 免れ ん な い が 、 こ れ か ら も 追い 続け た い 主 題 で ある 。 
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